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黒 人 英 語 の 完 了形 につ い て
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Faulkner'sThes・andandtheF%η

高 橋 正

1.序

W.A.Stewart(1967)やB.TaBailey(1965)と い ったCreole語 の 研 究 者

た ち に よ っ て,非 標 準 的 な 黒 人 英 語 と米 国 南 部 の 下 層 階 級 の 白 人 が 話 す 英 語 と

の 本 質 的 な 差 異 が 指 摘 さ れ て 以 来,両 者 の 方 言 的 差 異 に 関 し て,多 く の 意 見 が

出 さ れ て き た 。 そ の 中 で,完 了 形(Perfectiveform)が,非 標 準 的 な 黒 人 英 語

と 白 人 の標 準 英 語 との 間 で 大 き く違 う こ と が 明 らか に さ れ て い る。MarvinD.

Loflin(ReadingznAmericanDialectologyP.428)は,非 標 準 黒 人 英 語 に は,

Perfectiveformで あ るhave十enが 存 在 し な い こ と を 取 り上 げ て,非 標 準 黒

人 英 語 と標 準 英 語 と の 相 違 は,両 者 の 深 層 構 造 が 異 な る か ら で あ る と主 張 し て

い る 。 そ れ に 対 し て,最 近 に な っ て,ChicagoCityCollegesのRobinHern-

doblerとAndrewSledd(BlackEnglishNotesontheAuxiliary;

。A勉6fゼc僻Speechvo1.51,P.185)は,標 準 英 語 の 完 了 形(Ihavetoldhex.)

と非 標 準 的 な 黒 人 英 語 の 完 了 形(Idonetoldher.)の2つ の 型 の 完 了 形 が 存

在 し,さ らに,(1'vedonetoldher.)と い う型 も 可 能 で あ る こ とか ら,非 標

準 的 な 黒 人 英 語 の 完 了 形 は,次 の よ うな 句 構 造 規 則 で 説 明 で き る と し て い る 。

Perf→have+en[do+en].そ し て,黒 人 英 語 の 場 合,音 声 的 過 程,す な わ ち,

Assirnilationに ょ っ て,haveが 脱 落 す る と主 張 し て い る。 そ の 証 拠 と し て,

否 定 文 に な った 場 合,ain't[have血otユ が 現 れ る こ と を あ げ て い る。Iain't

beenhadtogetupthatearlyforalongtime.同 様iの 意 見 は,Traugott

(1972)PP.193-194に も 見 い だ さ れ る 。
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深層構造における相違にせ よ,表 層的な相違にせ よ,完 了形において,have

が脱落し・dgnrが 聯 紋 とは∫ 非標軸 な黒人英語ρ大き塒 色の1つ で

ある。

この小論において,FaulknerのTheS'・ 襯面 η4'伽 施 か の中に見いだ さ

れ る黒人英語の完了形1こついて論ず る。先に述べた ように非標準的な黒人英語

と,い わゆる標準英語 の完了形は,大 きく異な ってお り,Faulknerが この両

老を・彼の作品の中で,意 図的に区別 している様子が うかがえるか らである。

2.4つ の 完 了 形

FaulknerのThe80伽4侃4'加Furyの 黒 人 英 藷 の 完 了 形 に は,次 の4つ

の 型 が あ る 。

a)have十 ρψ.haveが 現 れ る,...的 な 用 法(6例)

41)`Haven'tseenyouinthree-fourdays,'gyp.92}

(2)1'vegotstrinLgsout,rightnow.(p.92)

(3)`rvetriedtotreatallfolksright,'(P.93)

(4)`1,vehad宮oodfriends.,(P.93)

(5)`1'veknoweddeLawdtousecuisertoolsdandat,'(p.260)

一(6)`rveseedde丘rstendelast,,(p.264)

た だ し,こ の6例 の う ち(1)一(4)の 例 文 は,北 部 に40年 以 上 住 ん で い るDeacon

と い う黒 人 の 英 語 で あ る 。 南 部 に 住 ん で い る 黒 人 が 用 い たhave+ゑ ρ.の 用 法

は,㈲ と(6)の2例 だ け で あ る 。

完 了 形 のhaveが,`a'に 縮 約 さ れ た 例 文 が2つ あ る 。

(7)`Whocouldabrokehit,den?'gyp.245)

48}EnofI'dknowedofaihyonehigher,vve'da.beenonhitinstead.

(p.106)

b)φ 十 ρψ.完 了 のhaveが 脱 落 し て い る 用 法(42例)

{9)`Whatyoudonetohimnow.'gyp,57)

⑩`Thatthewayhebeengoingonallday・'(P・64)
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(fig}

こ のdone十 ρ.ρ.の 用 法 ・に つ い て

perfective)を 示 ナ と述 べ て い る が,

て,㈲ や ⑰ の 例 文 が 示 す と お り必 ず し も,

doneの 前 にhaveが 現 れ る 例 は

語 に は 見 られ な い 。

る 。

(19}She'sdonebeenletalonetoodamnmuchalready!(Hamlet,p.

141)

(20)...andfinallygetsitouthowAbhasd●nesuedhim‐"(Hamlet,

p.16)

d) .is+ρ.ρ.完 了 のhaveの 代 わ りにisが 用 い られ て い る 用 法 。 こ のis

は,主 語 の 人 称 単 数 複 数 に 関 係 な く常 にisで あ る。(23例)

⑪ 、..ennowhegone'ferd6doctor.(p.253)

肛2)AllIgottodo2SsayIsehere.(p.58)、

X37`Youbeensick?'gyp.92)

c)done十 ρ.ρ.完 了 を 示 すdomeが 用 い ら れ て い る 用 法(22例)

(14}`Wedonelookedthere.'(p.11}

α5)ZSSCaddydone8'oη810ngwaysawaソ.(p.52)

α6)1thoughtyoudone5Z吻){94backoutdoors.(P.70)'1'・

α了)`IreckonUn'cLouisdonecaughtmopossumsthanaihyrrian

indiscountry.'(p.106)

`Idonegoldyou
.'(p.228)

,J.L.Dillard(1972)は,近 接 完 了(Recent

Faulknerで 用 い ら れ て い る 用 例 に 関 し

近 接 完 了 を 意 味 し な い 。

"
,TheSoundandthe.Furyの 中 の 黒 人 英

し か し,他 の 作 品 の 中 の 白 人 英 語 に は,い く つ か の 例 が あ

⑳

(2勿

X23)

X24}

(25)

isが,

`lsyouallseenan

ythinLgofaquarterdownhere.'(P.20)

`Iisdoneit
.'(p.23)

`lstheystartedthefu
neralyet.'gyp.36)

`lsde

yonel〕roke?'(P.245)、

IsyougotdeエicklickshunendebloodofdeLambP(p:262)

seと 表 記 さ れ て い る 例 が あ る 。
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(26)`lseseeddefirstendeIast.'(p.267)

完 了 のhasかisか 不 明 な 例 が1つ あ る 。

(27)`Howlongshebeen.thatwaジ(p.50)

次 に,こ の4つ の 完 了 形 に つ い て,い く つ か の 検 討 を 加}る 。

3.4つ の形 が,そ れ ぞれ,ど の よ うな 種 類 の文 に 用 い られ て い るかを検

討 す る。

a)have十 ゑρ.(haveの 縮 約 形`a'も 含 む)

肯 定 平 叙 文6

否 定 疑 問文 一一一1

wh一 疑 問 文1

計8例

U)φ+ゑ ゑ

肯 定 平 叙 文28

否 定 平 叙 文1

一 般 疑 問 文1

wh一 疑 問 文 一一12

付 加 疑 問 文0

計42例

標 準 的 な用 法 の場 合,否 定 文 は 完 了 の助 動 詞 の後 にnotが 置 か れ,疑 問 文

の場 合,主 語 と助 動 詞 とが 転 置 され る。 しか し,Faulkneエ に 現 れ た黒 人 英 語

の場 合,haveが 脱 落 す る(あ るい は,存 在 しな い)た めに,否 定 文,疑 問文

を作 るす べ が な く,neverに よ る否 定 文 と,文 尾 に?を つ け た だ け の 一 般 疑 問

文 が,わ ず か1例 ず つ あ るだ け で,ま た,付 加疑 問 文 は1例 もな い 。wh一 疑 問

文 は,12例 あ る。 これ は,haveが な くて も疑 問詞 が あ るの で,疑 問 文 と推 測

で き る こ とが 理 由 で あ る と思わ れ る。

c)done十 ρψ.

す べ て肯 定 平 叙 文22例

.:



done+ρ ゑ の用 例 が,す べ て肯 定 文 で あ るの は 注 目に値 す る。す なわ ち,序

で 述 べ た よ うに,も し,黒 人 英 語 の完 了 形 が,Perf-一 一have+en[do+en]と い

う構 造 を も って い る とす れ ば,ain't[havenot]+done+ρ φ,と い う型 の 否 定

文 も可 能 で あ るか らであ る。しか しTheSoundandtheFuryの 黒 人 英 語 に は,

この よ うな 用 例 は な い。 下 で述 べ るよ うに,完 了 の否 定 文 は,す べ てain't十

ゑρ.の 型 を と っ て い る。 さ らに,疑 問文 が1例 もな い の は,doneの 前 に助 動 詞

haveが 存 在 しな い こ と と,doneが 助 動 詞 と同 じ働 きを担 って い な い(done

十 主 語 の転 置 が で き な い)こ とを 示 して い る と思 わ れ る。

d)is十Y・Y.

肯 定 平 叙 文2

一 般 疑 問 文9

付 加 疑 問 文7

応 答3

繰 り返 し2

計23例

b),c)の 場 合 とは 逆 に,肯 定 平 叙 文 の例 が2つ しか な く,あ とはす べ て,

一 般 疑 問文
,付 加 疑 問文,応 答,繰 り返 しの 例 で あ る。 これ ら4種 類 の文 は,

いず れ も完 了 の助 動 詞 を 必 要 とす るのであ るが,Faulknerは,haveで は な

く,isを 用 い て これ らの文 を作 って い る。

完 了形 の否 定文に関 して,have+ゑ ゑ で否 定 疑 問 文 が1例 あ り,ま た,φ+

ρゑ でneverに よ る否 定 文 が1例 あ るが,そ の他 はす ぺ てain't十 ρゑ に よ っ

て 完 了 の否 定 文 は作 られ てい る。(62例)

(2s)`Iain'tseennoball.,(P.22)

⑫㊥Ain,tyoudoneenoughmoaningandslobberingtoday....(P.70)

(30)Ibetyouain'thadafullnight'sseepsinceyouIef.(p.180)

以 上 見 て きた よ うに,Faulknerは,8例 の 例 外(内4例 は,北 部 の黒 人 の

英 語)は あ る もの の,黒 入 英 語 の現 在 完 了 形 に は,haveを 用 い て お らず,完

了 の助 動 詞 が 必 要 な場 合 に は,haveで は な く,isを 用 い てい る。 さ らに,否
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定 文 はain,t十 かゑ の 型 に な っ て い る が,こ のain'tは し た が っ て,havenot

で は な く,isnotと 思 わ れ る 。 こ の 点 に 関 し て,第5節 で さ らに 詳 し く検 討

す る 。

4.次 に,肯 定 文 に 多 く現 れ る φ+ρ ψ.とdone+ρ ψ.の2つ の場 合 に つ い

て,ρ ゑ に どの よ うな動 詞 形 が くるのか検討す る。

a)φ+ρ ψ.の 構 造 に お け る クゑ の動 詞 形

done13gone4

been18gotito6

seen1計42例

b)done十 ρφ.の 構 造 に お け る ρψ.の 動 詞 形

wentl

looked2

goエ1e3

payed2

thoughtl

bu.iltl

stoodl

hilt2

以 上 見 て も 分 か る 通 り,

を 推 測 で き る 。

ゑゑ の ゑゑ の 動 詞 形 は,

別 は で き な い 。

caught

got

had

gold

skeered

et

soaked

seed

2

1

1

1

1

1

1

1

計22例

φ+ρ4孔 の ゑρ.の 動 詞 形 は,語 形 か ら完 了 の意 味・

そ れ に 対 して,例 外(goneの3例)は あ る もの の,done十

も しdoneが な け れ ば,完 了 時 制 か 過 去 時 制 か の 区

Faulknerは,完 了 形 と過 去形 との混 乱 が起 こ らない よ うに,

φ十ゑゑ とdone+ゑ ゑ の両 者 を使 い 分 け でい る よ うに思われ る。

5、 第3節 で述 べ たFaulknerの 黒 人 英 語 の完 了 形 は,have+ゑ ゑ で は な
幽

く,<1S十 ρの の形 で現 れ る こ とに つ い て,さ らに 詳 し く検 討 す る。
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a}

(31}

(32}

X33)

㈲

(35}

X36}

b}

で は な く

㈱

(38}

㈱

㈲

南 部 の 白 人 の 非 標 準 的 な

The,Sound

Hamletか らで あ る。

㈲"Youα 勿heardyetwhenFlemwillbeback,haveyou?"(P.260)

㈲"Youallaintstartedcatchingthemyet,haveyou?"(P.299)

c)完 了 の疑 問 文 の 場 合,一 般 疑 問 文 にisが 現 れ,wh一 疑 問 文 に はisは

現 れ な い 。 こ れ は,一 一般 疑 問 文 の 場 合 に,主 語 と 助 動 詞 の 転 置 が 必 要 で あ る の

に 対 し て,wh-g問 文 の 場 合,先 に 述 べ た よ うに,疑 問 詞 が あ る た め,isが な

くて も疑 問 文 と推 測 で き る こ とが 原 因 と思 わ れ る 。

一 般 疑 問 文

X43)Isyouallfoundityet.{p.21)

X44}`lsyoubeenprojeckingwithhisgraveyard.'(p.56)

㈲Isdatshowcome,Mr.Jason?(P.225)

色6)Istheystartedyet.(P.40)

一 一71-一 一一

φ十 ρ.ρ.が 否 定 文 に な っ た 場 合,ain'tが 現 れ る 。

`Whatyoudonetohimnow
.,(p.56),

↓
`Ain'tdonenothing

.tohim.'gyp.56)

`Igottogotothatshow
;BendyornoBenjy.'(p.57}

↓-
Youain'tgottostartbelleringrow.(p.40)

Youbeendoillgitallday.(p.58)

↓`
Iain'tbeenteasinghim.'(p.56)

次 の 完 了 形 の 付 加 疑 問 文 の 例 が 示 す よ う に,こ のain'tは,havenot

,isnotで あ る 。

Itiain'thurtinoneof .youandyourn,isit.(p.33}

`Youaan'tgotnoextra"quarter
,isyou.'p.51)

Heain'tworeoutthenamehewasbornwzthyet,ishe.(p.5$}

Heain'tkiltMissQuentin,ishet{p:254}

完 了 用 法 の 場 合 は,完 了 助 動 詞haveが 現 れ る 。.

andtheFuryの 中 で は 見 当 た ら な い の で,次 の 例 文 は,The



wh一 疑 問 文

㈲`Whattranceyoubeenin.,(p.33)

㈹`WharMr.Jasongone,mammy?'(P.254)

X49)WhutyoubeenuptodiseveninP(p.226)

d)応 答,繰 り返 し の と き に,isが 現 れ る 。 こ の 場 合 に も,助 動 詞 が 必 要

で あ る 。

(50)`Ain'tdonenothingtohim.'Lustersaid.`Hejuststartedbeller-

ing.'`Yesyouis.'Dilseysaid.`Youdonesomethingtohim...'(p.56)

㈱You.ain'thadtobeoutintherainlikeIis.(p.68)

(52)Iseenthesign,andyouistoo.(p.33}

⑬`Youain'tgotnothingtodo.'`Yes,12S.'(p.277)

e)is+ρ.ρ.の 完 了 形 に つ い て

TheEnglishD認 θ6'dictionaryに よ る と,beがhaveの 代 わ りに 用 い ら れ

る 方 言 的 用 法 は,Rutland,Huntingdon,Norfolkな ど の 地 方 で 存 在 し て お り,

次 の よ う な 例 文 を あ げ て い る 。

㈱IambeenwonLderfulbad.-Rutland

㈲Iamboughtit.-Huntingdon

㈹Iaredone.-Norfolk

..ま た,Curエneは,syntax(37.3.d.)で,こ の 用 法 は ア メ リ カ 方 言 に も存 在

す る と述 べ て お り,Jo色lChandlerHarrisの.NightswithUncleRemus,P.

55か らi次 の 用 法 を あ げ て い る 。

X57}`lsyouseedanysigner(of)mygran'sondismawni.n.?'

Dillard(1972)は,isをhaveの 代 わ りに 用 い る の は,黒 人 英 語 の 特 徴 で あ

る と し て,次 の 例 文 を あ げ て い る 。(pp.48-49)

調

69

㈹

以上,

Thehogsis-aユ1died.

Istheygonethere?

Iisseenhim.

見 て き た よ うに,完 了 の 助 動 詞haveの 代 わ り・にbeを 用 い る 用 法 は,
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イギ リス,ア メ リカ の方 言 に 存 在 し てい る ことが分 か る。 おそ ら く,か つ て は,

自動 詞 の み に 限 られ て い た 完 了 の助動詞beが,他 動 詞 の場 合 に も使 わ れ る よ

うに な った もの と思 われ る。

6.結 論

Faulknerは,現 在 完 了形 に お け る白人 と黒 人 の 英語 を区別 しよ うとして,

黒 人 英 語 に は,完 了 助 動詞haveを 用 いず,そ の代 わ りにisを 用 い て表 現 し

よ うと して い る。 しか しisは,主 に,完 了 の助 動 詞 が 必 要 で あ る場 含 のみに

現 れ る。haveを 用 い な い こ とに 関 して は,序 の 中 で 述 べ た よ うに,非 標 準 的

な 黒 人 英 語 の完 了形 で,haveが 脱 落 す る とい う事 実 と一 致 す る。

haveの 代 わ りにisを 用 い る用 法 は,5.e)で 見 た とお り,い くつ か の方 言

に 存 在 し てお り,Faulknerが,そ れ らの方 言 か ら この用 法 を借 用 した のか,

そ れ と も小 説 の舞 台 とな って い るMississipPi州 北 部 の黒 人 英 語 の用 法 を反 映

した ものか は,MississipPi州 の黒 人 英 語 の資 料 が な い た め,現 在 の と ころ,断

言 は で きない 。 が,し か し,Dillard(1972)が,haveの 代 わ りにisを 用 い る

用 法 を黒 人 英 語 の特 徴 で あ る と指 摘 してい る点は注 目に値 す る。 お そ ら く,

Faulknerは,完 了 形 に 関 して,黒 人 の英 語 を 忠 実 に再 現 し よ う とした のでは

ないか と思 われ る。 そ して,標 準 的 な 用 法 とか な り異 な る黒 人 の完 了形 を用 い

るにあた って,文 意 が 不 明 に な らな い よ うに,ま た,完 了形 と過 去 形 との混 同

が 起 こ らない よ うに,黒 人 英 語 の使 い 方 を 工 夫 して い る。Faulknerの 黒 人 英

語 の 完 了 形 の用 法 は,作 者 の,言 葉 を 現 実 に即 して そ の ま ま描 写 しよ うとす る

姿 勢 と,さ らに は,方 言 を用 い た 作 品 を,1つ の文 学 作 品 と して普 遍 性 を持 た

せ よ うとす る意 図 とを,う か が い知 る こ と の で き る好 例 で あ る。

Bibliograplhy

Bailey,BerylLoftman."TowardsaNewPerspectiveinNegroEnglishDialec-

tology,"1965,whichappearsinReadinginAmericanDialectology,pp.421-427.

Curme,GeorgeO.Syntax.Tokyo.Maruzen.1931.

-73一



Dillard, Joey Lee. Black English. Vintage Books Edition. New York. Random 

   House. 1972. 

English Dialect Dictionary, The. edited by Joseph Wright. Oxford University Press. 

Faulkner, William. The Sound and the Fury. Penguin Books. 1964. 

Faulkner, William. The Hamlet. Vintage Books Edition. New York. Random 

   House. 1940. 

Herndobler, Robin and Sledd, Andrew. "Black  Engish  Notes on the Auxiliary," 

   American Speech Vol. 51, 1976, pp. 185-200. 

Loflin, Marvin D. "On the Structure of the Verb in a Dialect of American Negro 

   English," Reading in American Dialectology, pp. 428-443. 

Reading in American Dialectology. edited by Harold B. Allen and Gray N. Under-

   wood. New York. Meredith. 1971. 

Stewart, William A. "Sociolinguistic Factors in the History of American Negro 

Dialects," 1967. Reading in American Dialectology, pp. 444-453. 

Traugott, Elizabeth Closs. A History of English Syntax. New York. Holt, Rinehart 

   and Winston. 1972.

-- 74 —


